






































































































































































































































































































































































































































































（10）式は， M＝ M（r, , , , xC, xI, xN, δ－, η－, SC, SN）と書くことができる。（10）式の右辺，左辺
それぞれの純便益最大化条件から，SIに関係した項は消去される。よって，SIの関数とは表示してい



























SCはSIに影響されないと仮定する。（12）式は，δM＝δM（r, xC, k, SC, SI）と書くことができる。よっ
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